
明
代
生
員
の
諸
特
権
|
|
附
皐
生
を
中
心
に
|
|

渡

弘

日
Eヨ

明
代
中
期
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
郷
紳
」
或
は
「
紳
士
」
と
相
僻
さ
れ
る
階
層
が

出
現
・
成
立
し
た
が
、
そ
の
契
機
と
し
て
想
定
も
し
く
は
重
視
さ
れ
て
い
る
も

の
の
一
つ
に
、
附
同
学
生
の
設
置
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
附
畢
生
の
設
置
は
、
土
人

の
大
部
分
を
占
め
る
生
員
の
無
定
員
化
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
杜
曾
経
済
の

函
で
の
影
響
と
し
て
、
箔
役
優
菟
特
権
の
所
持
者
を
増
加
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
関
し
て
報
告
者
は
、
法
令
上
、
附
筆
生
に
そ
の
特

権
は
賦
輿
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
否
定
的
見
解
を
提
示
し
た
こ
と
が
あ
り
、

ご
批
剣
も
頂
戴
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
筏
役
優
克
特
権
に
限
ら
れ
る
こ
と
で

は
な
い
が
、
生
員
の
無
定
員
化
に
よ
る
第
化
・
影
響
は
多
方
面
に
及
ぶ
筈
で
あ

り
、
明
朝
は
そ
れ
を
十
分
に
橡
測

・
考
慮
し
て
附
皐
生
を
設
置
し
た
の
か
、
そ

も
そ
も
附
厚
生
が
他
の
生
員
(
康
膳
生
、
槍
康
生
)
と
同
等
の
特
権
を
有
し
て

い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

本
報
告
は
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
生
員
の
中
で
も
無
定
員
の
、
そ
し
て
最

下
級
の
附
畢
生
に
康
膳
生
・
増
康
生
と
同
様
の
権
利
が
賦
奥
さ
れ
て
い
た
の

か
、
と
い
う
極
め
て
基
本
的
な
黙
等
に
つ
い
て
、
若
干
の
意
見
を
述
べ
た
い
と

思
う
。
な
お
、
報
告
の
目
的
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
郷
紳
」
や
「
紳

士
」
の
問
題
と
は
一
旦
切
り
離
し
、
生
員
に
関
わ
る
制
度
の
問
題
と
し
て
検
討

を
加
え
て
い
く
。
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辛
亥
革
命
期
上
海
に
於
け
る
株
式
先
物
取
引
規
制
と

破
産
車
理

|
|
一
九
一

O
年
ゴ
ム
株
恐
慌
を
め
ぐ
る
一
考
察
1
|

本

野

英

ア
ロ

l
毅
争
終
了
以
来
、
清
末
中
園
を
見
舞
っ
た
大
規
模
な
経
済
恐
慌
に
つ

い
て
は
、
既
に
数
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
概
ね
恐
慌

の
愛
生
過
程
と
、
嘗
時
の
中
園
祉
曾
経
済
に
輿
え
た
打
撃
の
み
に
関
心
を
集
中

し
、
恐
慌
勃
裂
後
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
を
殆
ど
解
明
し
な
か

っ
た
。

一
八
六
六
年
恐
慌
以
来
、
中
園
で
大
規
模
な
経
済
恐
慌
が
起
こ
る
度
毎
に
問

題
と
な
っ
た
の
は
、
篠
約
港
租
界
を
事
業
活
動
の
嬢
貼
と
す
る
外
園
一
商
社
、
銀

行
と
そ
の
買
携
を
仲
介
者
と
す
る
中
園
一
商
人
、
銭
妊
と
の
聞
の
債
権
債
務
庭
理

と
債
務
者
の
財
産
保
護
で
あ
っ
た
。

本
報
告
で
は
、
か
か
る
観
黙
か
ら
一
九
一

O
年
の
「
ゴ
ム
株
恐
慌
」
を
事
例

に
取
り
上
げ
る
。
粛
文
嫡
の
注
目
す
べ
き
研
究
論
文
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
ゴ
ム
株
取
引
プ
l
ム
に
乗
じ
て
信
用
を
極
度

に
膨
張
さ
せ
、
恐
慌
勃
裂
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
投
資

家、

T
B
2
E
O
E
E
2
巧
三

5
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
二
人
の
中
関
人

買
務
、
陳
逸
卿
と
戴
嘉
賓
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
薪
文
嫡
論
文
と
て
も
、
恐
慌

勃
裂
後
二
人
を
中
心
に
如
何
な
る
債
務
庭
理
と
株
式
先
物
取
引
規
制
が
な
さ
れ

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

こ
の
問
題
に
闘
す
る
最
も
詳
し
い
史
料
は
『
ノ

1
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・
へ
ラ
ル

ド
』
掲
載
の
上
海
最
高
法
廷
、
禽
審
街
門
で
行
わ
れ
た
民
事
訴
訟
記
録
、
及
び
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こ
れ
に
関
連
し
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
領
事
報
告

Q
O
N
N
3
で
あ
る
。
こ
の
史

料
分
析
を
通
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
捲
保
物
件
法
、
破
産
法
が
数
力
を
渡
揮
し
た
上

海
租
界
が
蛍
時
の
中
園
社
曾
全
般
に
輿
え
て
い
た
「
衝
撃
」
を
明
ら
か
に
し
、

従
来
辛
亥
革
命
前
夜
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
な
か
っ
た
こ
の
恐

慌
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一
三
世
紀
ア

ン
グ
ル
シ
ア
の
「
分
配
蓋
帳
」

村

靖

子

田

一
一
一
一
世
紀
に
入
っ
て
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
靭
が
弱
鐙
化
す
る
と
、
カ
ス
テ
ィ
l
リ

ャ
、
ア
ラ
ゴ
ン
爾
園
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ
は
急
速
に
進
み
、
同
世
紀
の
終
わ
り
ま

で
に
は
後
の
グ
ラ
ナ
ダ
王
園
の
領
土
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
こ
の
世
紀
に
キ
リ
ス

ト
数
徒
に
占
領
さ
れ
た
諸
都
市
は
、
ム
ス
リ
ム
住
民
の
逃
亡
、
追
放
の
た
め
、

祉
曾
活
動
の
携
い
手
が
失
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
カ
ス
テ
ィ

l
リ
ャ
王
は
、
速

や
か
に
臣
民
を
入
植
さ
せ
る
べ
く
、
所
有
者
の
い
な
く
な
っ
た
土
地
な
ど
を

「
分
配
」
し
た
。
こ
の
と
き
の
記
録
が

「
分
配
塞
帳

F
F
g
p
河

3
2
2・

日
広
三
O
」
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
記
さ
れ
た
情
報
は
基
本
的
に
は
、
受
盆
者

名
、
譲
渡
財
産
(
主
に
不
動
産
〉
の
内
譲
、
財
産
の
所
在
地
、
財
産
の
数
量
な

ど
の
一
党
で
あ
り
、
西
洋
史
に
お
い
て
は
、
蛍
時
の
軍
隊
組
織
や
都
市
住
民
の

祉
禽
構
造
な
ど
を
研
究
す
る
た
め
の
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
を
イ

ス
ラ
ム
側
か
ら
見
て
み
る
と
、
直
前
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
期
の
イ
ス
ラ
ム
都
市
及

び
近
郊
農
業
地
帯
の
構
造
の
再
構
成
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
設
表

で
は
、
「
分
配
蜜
帳
」
の
解
説
と
研
究
朕
況
を
述
べ
、
イ
ス
ラ
ム
研
究
に
お
け

る
利
用
法
な
ど
を
考
え
る
。

カ
l
シ

ュ
ガ

ル

・
ホ

l
ジ
ャ
家
ア

l
フ
ァ

I
ク
統
の

活
動
の
一
端

-
1
1
ヤ
l
リ
ン
グ
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

司
円
。
ヲ

N
E

に
つ
い
て
ー
ー
ー

新
兎

康
・
菅
原

高塩

一
七
J
一
九
世
紀
の
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
史
に
お
い
て
、

ト
ゥ
ル
ク
系
ム
ス
リ

ム
が
政
治
面
で
主
鐙
的
な
活
動
を
展
開
す
る
際
に
、
い
わ
ゆ
る
カ
l
シ
ュ
ガ

ル
・
ホ
l
ジ
ャ
家
は
つ
ね
に
重
要
な
役
割
を
捲
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
具

糧
問
状
況
を
検
討
す
る
た
め
の
材
料
は
、
必
ず
し
も
盟
富
と
は
言
い
難
い
。
そ

こ
で
本
報
告
で
は
、
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
い
史
料
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ヤ

1

リ
ン
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
ル
ン
ド
大
開
学
園
書
館
所
綴
〉
の
中
に
あ
る
巻
物
扶

の
一
篤
本
(
登
録
番
挽

ps-
MHS
を
と
り
あ
げ
た
い
。

本
篤
本
は
、
構
成
を
吟
味
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫
の

隼
重
を
要
求
す
る
フ
ァ
ト
ワ

l
、
ヵ

l
シ
ュ
ガ
ル
・
ホ

l
ジ
ャ
家
の
ホ

l
ジ
ャ

た
ち
に
関
わ
る
系
譜
、
ハ
l
ン
・
ホ
l
ジ
ャ
の
タ
ズ
キ
ラ

(
U俸
設
)
と
い
う

三
部
分
か
ら
な
る
と
い
う
特
有
の
怪
裁
を
と
っ
て
い
る
。
と
く
に
タ
ズ
キ
ラ
部

分
は
、
一
八
世
紀
半
ば
の
清
朝
に
よ
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
征
服
に
際
し
て
抵
抗

し
た
ブ

ル
ハ

l
ン
・
ア
ッ
デ
ィ

1
ン

・
ホ
l
ジ
ャ
の
活
動
に
関
す
る
叙
述
を
主

要
な
内
容
と
し
て
お
り
、
掛
閣
時
の
重
大
事
件
を
扱
っ
た
ト
ゥ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム

側
の
史
料
と
し
て
濁
自
の
債
値
を
具
え
て
い
る
。
他
方
、
三
部
分
を
結
合
す
る
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